
 
 
 
 

今
月
の
御
教
え 

 
人
間
は
勝
手
な
も
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
知
者
も
徳
者
も
、
生
れ
る
時
に
は
日
柄
も
何
も
言
わ
ず 

に
出
て
き
て
お
り
な
が
ら
、
途
中
ば
か
り
日
柄
が
良
い
の
悪
い
の
と
言
う
て
、
死
ぬ
る
時
に
は
日
柄

も 何
も
言
わ
ず
に
駆
け
っ
て
い
ぬ
る
。 

                                                                                 
 
 

：
：
：
金
光
教
祖
御
理
解 

第
六
十
六
節
：
：
： 

 

解
説 

教
祖
金
光
大
神
様
は
、
当
時
の
日
本
に
於
い
て
、
上
は
朝
廷
、
幕
府
か
ら
下
は
一
般
庶
民
ま
で
固
く
信
じ
ら

れ
、
学
者
に
と
っ
て
も
学
識
の
一
端
で
あ
り
、
順
守
す
べ
き
社
会
通
念
で
あ
っ
た
“
日
柄
方
位
の
吉
凶
”
に

対
し
て
、「
そ
れ
こ
そ
が
天
地
の
道
理
に
合
わ
ぬ
俗
信
で
あ
り
、
人
間
の
難
儀
の
根
本
で
あ
る
！
」
と
論
破
さ

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。 

い
か
な
る
賢
者
、
知
者
、
学
者
と
い
え
ど
も
、
自
分
の
望
む
吉
日
を
選
ん
で
生
れ
て
き
た
り
死
去
し
た
り 

し
た
方
は
一
人
と
し
て
い
ま
せ
ん
。「
人
生
に
お
い
て
そ
の
一
番
大
事
な
、
生
ま
れ
時
、
死
に
時
の
日
柄
も
選

ぶ
こ
と
が
出
来
ぬ
の
に
、
そ
れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
お
い
て
、
日
柄
方
位
の
吉
凶
を
遵
守
す
る
こ
と
を
天

の
道
理
で
あ
る
如
く
規
制
す
る
と
は
、
な
ん
と
滑
稽
な
、
不
都
合
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
！
」
と
見
事
に
的
確
な

比
喩
を
以
て
、
看
破
さ
れ
た
御
教
え
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
教
祖
生
神
金
光
大
神
様
の
合
理
的
信
仰
の
面
目
躍

如
た
る
御
教
え
で
あ
り
ま
す
。 

い
よ
い
よ
、
明
年
、
平
成
二
十
八
年
四
月
二
十
四
日(

日)

に
迎
え
る
西
条
教
会
設
立
百
十
年
の
記
念
大
祭
を
目

指
し
、
共
々
に
一
層
信
心
の
研
鑽
に
勤
し
み
、
大
神
蔭
を
頂
き
ま
し
ょ
う
。 


